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教 官 人 事
病 理 学 部 門 竹 田 俊 男 教授
昭和59年4月1日付で停年退官された病理学部門安平公夫教授の後任として,同部門助教授であった竹田俊男
氏の昇任が決定｡4月1日付で発令された｡以下に同氏の略歴ならびに研究業績の概略について述べる｡
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内科学第 2部門 北 市 正 則 助手
石川県小松市の生れ｡昭和43年 3月,金沢大学附属高校を卒業｡昭和50年 3月,京都大学医学部を卒業後,本
研究所内科2の研修医,医員を経て,昭和58年 7月 1日助手 (内科学第二部門)に任命された｡北市民の研究領
域は呼吸器疾患の臨床病理学的研究が中心であり,助手に任命される迄臨床検査部の医員を兼務していた｡大へ
ん真面目な性格で,研究熱心である｡趣味は将棋｡ (大島 駿作)



















































学 術 集 会 記録
昭和57年 度 京 都 大 学 結 核 胸 部 疾 患 研 究 所 学 術 講 演 会 (昭和58年 1月29日(土)京大会館)
〔研 究 業 績〕
1. マクロファージに於 る貴食 と酸素代謝の解離











によるオプソニン化が重要と考えられた｡ E(IgG)の貢食に伴って 02~が放出されこれは全てのタイプの M卓
に認められた｡一方 E(IgG)Cの貧食では 0 2~放出はみられなかった｡ この点を以下の諸点より確認 した｡
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E(IgG)の貧食が E(IgM)Cのそれとほぼ同等となる条件下で,あるいは低濃度の IgGを用いて E(IgG)を作
成した場合でもE(IgG)は02~放出を惹起した｡E(IgM)Cを作成する際C5欠損マウス血清の濃度を上昇させ
ると貧食はそれに伴い増加したが02~放出は低値にとどまった｡E(IgG)あるいは PMA による 02-放出量は








2･ 塵肺患者 およびマウスの IgE抗体産生 におけるシリカおよびマ ンガ ンのアジュバ ン ト効果
について
内科学第二部門 松 井 祐佐公





正常健常人46例 (107u/ml)と肺結核群79例 (120u/ml)および両者の平均 (115u/ml)に比し,有意に高値を示
した｡職種別では, マンガン群 (462u/ml),天然砥石群 (288u/ml),タングステン群(254u/ml)が対照群(115
u/ml)に比し,有意に高値を認めた｡また時にマンガン群では,就業年数が長い程血清 IgE値は高くなり, し


















3･ EIldotoxin Shock の生化学的研究




の脂質過酸化防御機構について論じた｡ETX 7.5mg/kg 1回投与群 (A群)では血圧低下をきたし典型 的な
endotoxinsl10Ckを生ずるが ETX1.0mg/kg反復投与 (B群)では hemodynamicsに変動をもたらさなかっ
た ｡
A群,B群ともに24時間では肺 ･肝組織中のTBA反応物質 (TBA-RS)は有意に上昇した｡また,A群におい




RS,および S-GOT,S-GPTを測定した｡死亡率はGSH単独投与,GSH と α-Tocopherol,および GSH,α-
TocopherolとSODの併用群で著明に低下した｡ L/B は前処置仝群で低下がみられ肺水腫予防効果を示 し,と




以上により ETX 投与による肺 ･肝組織の過酸化脂質蓄積は肺水分量の増 加をもたらすが,その予防には,



















① PVA に Silicaを加えたものでは,細胞あるいは組織に対する親和性が増す｡
② PVAIOOに対しSilica90の混合比のもので,最も高い抗血栓性を示す｡さらにheparinを加えると,こ
の性質が増強する｡



















5. B細胞 レパ トア-とその選択




















6. 肺 サーファクタ ン トの再構成
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分化前審での細胞質ゲル化機構の変化も注 目に値す る｡分化したマクロファージの抽出液は 2mMMgC12･
50-75mMKCl･25oCと云う普通の条件下でゲル化するが, 未分化 Mlの抽出液ではKCl濃度を10-20mM以
下に下げてやらねばゲル化 しない｡この KCl非要求性のアクチン結合因子を探 した結果,分子量38,000ならび
に105,000の2種の蛋白質を分離精製できた｡両者共に細胞内では2量体として存在している｡アクチン分子との
結合比は,38Kは3:1,105Kは12:1で飽和,それぞれ12:1および25:1以上の結合があるとアクチン繊維をゲ
ル化させる｡但し,KClが 10-20mM 以上あるとゲル化は完全に阻害される｡ これに反し,分化した細胞抽出




〔研 究 業 績〕
1. T細胞の分化段階における トレランス誘導








プテン･トリニ トロフェニル(でNP)基を用いて,抗原特異的な遅延型過敏症反応 (DTH)および リンパ球増殖
反応を測定することによって行なった｡
1. DTHにおいてほ, トレランス源として,TNP一結合同系マウス腺細胞(TNp-spl),TNPl-またはTNP15-
















2. 新 しいマ ウス老化 ア ミロイ ド線推蛋 白 "ASsAM' とその血清中前駆物質
病 理 学 部 門 樋 口 嘉 一
アミロイ ドー シスは,幅約 100Aの繊細なアミロイド線維が臓器,組織の細胞外に沈着して起る疾患である｡
ヒトではlightchain由来のAL,炎症に伴ったAA,老人性のAScなど数梓のアミロイド線維蛋白が報告されて
いるが,実験動物ではマウスの AA 蛋白のみが詳しく研究されて来た｡













































4･ 胸部悪性腫疫 における clonogenicassay
















5. サル コイ ドーシスの病態- BAL リンパ球所見か ら-

























































REM 睡眠全体にわたる Sa02の低下をきたす低呼吸型に分けられ,低呼吸型では REM 睡眠時,経皮 Pco2
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(PtcCO2)の上昇をともなうことを述べ,結核後呼吸不全症例を対象とし,RespiratoryInductiveplethysmogra-
phy(RIP)の記録より,胸部,腹部の呼吸性変化を測定した以下の結果について報告した｡











〔特 別 講 演〕
過敏性肺臓尖 とその周辺




















司 会 泉 孝英
主 題 慢性気管支炎とびまん性汎細気管支炎







3) DPB の治療としての BAL の試み 京大胸部研内二 長井苑子
4) DPI】が疑われた 2症例 岩手医大三内 佐山恒夫
5) 気管支造影像からみたびまん性汎細気管支炎 天理よろず相談所病院 岩田猛邦
6) 胸部Ⅹ線像からみたびまん性細気管支炎の臨床的検討 浜松医大二内 本田和徳
7) びまん性汎細気管支炎のⅩ線 CT像-末梢病変と中枢病変の比較を中心として-
京大胸部研内二 西村浩一
8) 慢性関節 リューマチに伴った細気管支炎の3症例 京大胸部研内- 李 啓充
9) 気管支拡張症と DPB 京大胸部研内- 中西通泰
10) いわゆる "smalairwaydisease'の2症例 名大二内 高木健三,鈴木隆三郎,佐竹辰夫
ll) びまん性汎細気管支炎症例における気道過敏性の検討 京大胸部研内二 古江増裕
12) DPIiにおける緑膿菌の肺組織内分布 (その2) 順天堂大呼吸器内科 稲富恵子,本間目臣
同共同病理 村田弥恵子








16) DPB をはじめとする副鼻腔気管支症候群と HLA 抗原 BW54との関連
都立駒込病院 工藤期二,平山雅活
東大耳鼻咽 喉科 洲崎春海
17) 慢性気管支炎およびびまん性汎細気管支炎における化学療法 長崎大二内 斎藤 厚,原 耕平




























丁細胞分化とマクロファージ (浜松医大 ･解剖学教室,教授) 山下 昭
胸腺白血病発生における胸腺の役割
(愛知がんセンター研究所第 2病理部室長)日合 弘
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119回 59年 3月28日 疾患モデル動物 (KK,SHRSP,SAM)と食餌
(武田薬品生物研究所,主任研究員)松尾 隆夫
SAM の一般行動と学習行動 (/ /7 ,研究員)宮本 政臣
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に試みた EclOGuidedNeedleAspirationliiopsy(EGNAIi)の有用性,第40回日本肺癌学会関西支部会,1984年,
2月.
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周東 寛,野口英世,倉沢卓也,川合 満,前川暢夫,他 :気管支職息における干渉低周波療法について,罪
33回日本アレルギー学会総会,1983年10月.
川合 満,倉沢卓也,前川暢夫,高納 修,他 :副腎皮質ステロイド薬の薬効評価の検討(2),同上,1983年10
月.
田中健一,川合 満,前川暢夫,大幡勝也他 :TDIによる実験的アレルギーに関する研究 (第3報):鼻アレ
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検討,第11回日本救急医学会総会,1983年11月.
5. 心 身 医 学
中西通泰 :死の受容,第 7回,死の臨床研究会,1983年.
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片山信之,坂本広子,李 英徹,石原亮介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :本院での気胸における chemi-
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胸水により発見された慢性腸炎の1例,第22回日本胸部疾患学会近畿地方会,1983年11月.


























Nobuo Maekawa,YasuhiroSuzuki:Chronicinfection causedby Mycohacterium terraecomplex:A re-
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マウスに対する病原性-(i)mousevirulentstrain(マウス毒力株)の検索一結核,第59巻第 1号,13-25pp,1984
年.






















李 英徹,平佐昌弘,千田道雄,片上信之,坂本広子,石原亮介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,他 :血中
α-Fetoprotein,hCG,CEAの高値を示した前縦隔原発と考えられる germceltumorの1例,日本胸部臨床,罪
42巻,第 6号 483-489pp,1983年 6月.
石原亮介,片山信之,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :癌性 リンパ管症に伴なう多発性
気管支壁転移を認めた子宮顎痛の 1例,気管支学,第 5巻第 2号 155p,1983年 6月.
片山信之,坂本広子,李 英徹,石原亮介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :蛍光抗体染色法を用い,暗抜胞
中の腺癌細胞を同定したRCG産生肺癌の一例,日本胸部臨床,第42巻,第12号,1061-1065pp,1983年12月･





山田栄一 :CEZ耐性芸色ブドウ球菌による肺化膿症にCMZが著効した1症例 ProgressiveinMedicine,第 3
巻第9号,1983年 9月.
前川暢夫,中西通泰,倉沢卓也,鈴木克洋,鈴木克洋,鈴木雄二郎,長谷光雄,坂東憲司,池田宣昭,小沢





















長谷光雄,江部洋一郎,前川暢夫 :中医学の立場から行なわれた気管支嘱息患者 に対す る漢方薬治療 Proc･
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symp.WAKAN-YAKU Vol.16254-261pp,1983年.
川合 満 :特別企画,アレルギー :気管支嘱息とアレルギー,からだの科学,No･111,52-57貢,1983年.
川合 満,倉沢卓也,前川暢夫 :DSCG長期治療 (5年以上)症例の検討,臨床と研究,第60巻,1691-1697
pp,1983年.
足立 明,今村四郎,川合 満,他 :京都市の学童に及ぼす環境汚染影響調査報告 (京都市委託調査)大気汚
染測定局と自動車排気ガス測定局周辺の小学校児童について,京都医学会雑誌,第30巻,115-143pp1983年.
足立 明,今西四郎,川合 満,他 :自動車排出ガスなどによる環境汚染影響調査報告 (京都市委託調査)京
都市南区九条通り周辺地域の昭和56年度調査ならびに,昭和50年度と昭和53年度調査との経年比較,京都医学会
雑誌,第30巻,145-180pp,1893年.








川合 満,倉沢卓也,前川暢夫,也 :抗コリン薬 SchlOOOの薬効評価,臨床と研究,第60巻,3700-3706頁,
1983年.








5. 心 身 医 学
HiromiKAWANO:Clinicalcarefordyingpatients･AsianMedicalJournalvol126,447-462pp,1983*.
6. そ の 他
石原亮介,片山信之,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :慢性呼吸不全急性増悪,救急医
学,第 8巻,第 2号,169-175pp,昭和59年 2月.
長岡 滋,長野 準,野口英世,前川暢夫,川合 満,他,N-アセチルシスティン製剤 TY-0048の臨床効果
の検討一至適投与量について一基礎と臨床,第17巻,3289-3297pp,1983年.
長野 準,長岡 肢,前川暢夫,川合 活,他 :慢性呼吸器疾患における N-アセチルシステイン製剤 TY l
0048の臨床効果の検討一塩酸メチルシステイン錠との二重盲検法を用いて-薬理と治療,第11巻,3959-3973頁
1983年.
長岡 滋,長野 準,前川暢夫,川合 満,他 :TYl0048(N-アセチルシスティン製剤)の啄妖噴出困難に対
する臨床効果の検討-システイン塩酸塩錠およびプロセボを対照薬とした二重盲検試験一現代医療,第15巻,
2284-2303頁,1983年.
長野 準,前川暢夫,川合 溝,倉沢卓也,鈴木雄二郎,鈴木克洋,内藤祐子,他 :膜型酸素濃縮器 (M0-40)
の臨床試験,薬理と治療,第11巻,5019-5039pp,1983年.







久世文幸,千葉 渉,光岡明夫,前川暢夫 :Mytobacteriumnonchromogericancomplex による慢性肺感染症
の 1例,第15回非定型抗酸菌種研究協議会,1983年4月.




前川暢夫,久世文章,桜井信男 :Spiropiperidylrifamycin(LM427)の M･avium-intracelulareに対する in
vitro並びに invivoでの効果,日結研,1983年12月.
2. 腫 療
李 啓充 :胸部悪性腫癌における clonogenicAssayに関する研究,京大胸部研研究講演会,1984年 1月.




坂本広子,西村千狼,片上信之,李 英徹,石原亮介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :当院における肺癌症
例の統計的考察一非手術例の予後について-第26回兵庫県肺癌懇話会,1983年 6月.
片上信之,坂本広子,李 英徹,石原亮介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :胸部Ⅹ線上胸壁に接する腫痴影
に試みた EchoGuidedNeedleAspirationBiopsy(EGNAB)の有用性と問題点, 第27回兵庫県肺癌懇話会,
1983年11月.
片上信之,中井 準 :放射線肺炎でのステロイド療法,第 1回阪神呼吸器患勉強会,1983年12月.
田中栄作,藤本憲弘,田口善夫,望月吉郎,桐谷和清,岩田猛邦,他 :種々の肺病変を呈 した T cellymph-
omaの 1例,第22回びまん性肺疾患研究会,1983年 9月.
3. 噛息 ･アレルギー
山田栄一 :成人気管支嘱息患者の気道過敏性試験の検討 (Oscilation法による), 神戸鴨息研究会, 1983年11
月.
川合 満 :気管支嘱息治療の最近の進歩,京都府病院薬剤師会,1983年 1月.
川合 溝 :気管支嘱息の治療,高知県胸部疾患研究会,1983年 1月.
川合 溝 :気管支嘱息の診断と治療,長崎市内科医会,1983年 1月.
川合 清 :最近の気管支鴨息の診断と治療一一興味ある胸部疾患症例の呈示…宮崎内村医会,1983年 1月.
川合 満 :気管支嘱息の治療一特にステロイド療法の問題点一右京医師会,1983年 1月.
川合 満 :気管支嘱息における漢方薬の意義,ツムラ漢方特別研究会,1983年 3月.
川合 清 :気管支嘱息の治療の進歩,札幌社会保険審査委員会学術講演会,1983年 3月.
川合 満 :気管支嘱息の診断と治療,伊勢市度会郡志摩医師会,1983年4月.
川合 満 :気管支嘱息に対する Ketotifenの使用経験,サジテン研究講演会,1983年 5月.
川合 満 :薬物とアレルギー,①アレルギー疾患の増悪因子としての薬物 (気管鳴息)日本アレルギー協会関
東支部第27回臨床アレルギー講習会,1983年 6月.
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川合 満 :気管支鴨息の最近の知見,徳山医師会,1983年 6月.
川合 満 :気管支嘱息の診断と薬物療法,寝屋川医師会,1983年6月.
川合 満 :気管支嘱息の治療一最近の進歩一与謝丹後医師会,1983年 7月.
川合 満 :気管支帽息の最近の知見,山口市医師会,1983年 7月.
川合 満 :気管支嘱息に関する最近の知見一治療法を中心として一高梁市医師会,1983年 8月.
川合 満 :気管支鴨息の診断と治療,堺地区重松学術講演会,1983年 9月.











中西通泰 :呼吸器感染症に対する Cefmenoximeの臨床的検討,Cefmenoxime研究講演会,1983年 3月.
中西通泰 :最近の呼吸器感染症の抗生剤の使い方,第 2回化学療法懇話会,1983年 8月.





梅田文一,片上信之,坂本広子,李 英徹,石原亮介,岩崎博信,中井 準 :血疾にはじまり急性呼吸不全に
陥いり肺びまん性陰影が急速に進行した肝硬変症の1例,第20回びまん性肺疾患研究会,1983年2月.




坂本広子,片上信之,李 英徹,石原亮介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,薗 潤,庄村東洋 :巨大な縦

















内 科 学 第 二 部 門
〔著書,分担執筆〕
大島駿作,佐川弥之助,寺松 孝,前川暢夫編 :臨床呼吸器病学.第2版,金芳堂,1983.
Ⅰ編 肺の解剖と病態生理.2章 呼吸器系における防衛機構,p.13-16(大島). Ⅲ編 症候と診断.2茸
胸部X線診断,§2 コンピューター断層撮影,p･70-71(大島).7章 血液検査,化学検査および免疫学的検
査.1.血液検査,2.血液の化学検査,p.103-605(大島)3.免疫学的検査,p.105-108(泉).Ⅲ編 治
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泉 孝英 :びまん性散布性肺疾患の鑑別診断.内科 Mook22三上理一郎編,間質性肺疾患とその周辺p･328
-340,金原出版,1983.
泉 孝 英 :贋原病に伴う肺病変,サルコイドー シス,上田英雄,武内重五郎編,内科学,第3版,p･410-
415,朝倉書店,1984.
泉 孝英 :サルコイドー シス,阿部正和,日野原重明,本間日臣,岡部治弥,岡崎義昭,高久史麿編,新臨床
内科学第4版,p.94-96,医学書院,1984.









泉 孝英 :サルコイドー シス-10年の進歩-.Medicina20(8):1366～1381,1983.
泉 孝英 :過敏性肺臓炎一病因-.アレルギーの臨床.(26):21-25,1983.
泉 孝英 :肺と免疫-サルコイドー シスを中心に.呼吸と循環,31(10):106-1056,1983.
泉 孝英,藤村直樹,平田健雄,長井苑子,田村 久,荒谷信一 :肺疾患における気管支肺胞洗浄 (BAL)の
の診断学的意義.クリ-カ,10(ll):801-805,1983.
泉 孝英,北市正則 :頚苦βリンパ節結核.耳鼻咽喉科,55(10):873-879,1983.
















泉 孝英,長井苑子,藤村直樹,平田健雄 :びまん性間質性間質性肺炎における BAL リンパ球の動態-
Tlymphocytealveolitisと Blymphocytealveolitis-.日本胸部臨床,48(2):103-110,1984.
昭和59.3 一･27-






長井苑子 :BAL リンパ球の OKT4+,OKT8+celsubsetからみた特発性間質性肺炎と腰原病性間質性肺炎の
鑑別.呼吸2(3):396-401,1983.
池田貞雄,小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,二宮和子,畠中睦郡,松原義人,船津武志,塩貝国男,鈴木捷之,
長谷川徹,木野稔也,泉 孝英 :肺クリプ トコッカス症の診断一血清中クリプトコッカス抗原を指標として-.
日本胸部臨床,42(2):172-179,1983.




(症 例 報 告〕
木野稔也,山田安民,本田和徳,藤村直樹,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作,上坂一郎,前田清子,黒住真























泉 孝英,土井 修,野辺地篤郎,本間行彦,木野稔也,中田拡一郎,稲富恵子,本間日臣 :びまん性細気管
支炎全国症例調査報告.厚生省特定疾患間質性肺疾患調査研究粧昭和57年度研究報告害,p･3-41.
泉 孝英,本田和徳 :びまん性汎気管支炎のCT像.厚生省特定疾患間質性肺疾患調査研究班昭和57年度研究
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報告香,p.170-174.











井原順一,門 政男,泉 孝英,大島駿作 :肺胞マクロファージに及ぼす喫煙の影響に関する研究.昭和57年
度喫煙と健康に関する委託研究報告概要,p.297-302,1983年4月.
井原順一,藤村直樹,北市正則,大島駿作,泉 孝英 :骨病変を伴いBAL所見にて Eosinophilicgranuloma
と鑑別困難であった DIPの一例.第25回肺線推症研究会討議録,p.21-28.















大島駿作 :シンポジウム ｢高齢者肺炎の治療｣ 3,免疫,第17回日本成人学学会総会 (59.1.14)
大島駿作 :特別講演 ｢マクロファージと肺疾患｣,第23回日本胸部疾患学会総会 (59.4.14)





泉 孝英 :特別講演 ｢アレルギー性肺疾患｣.第10回免疫カンファレンス (58.2.5)
泉 孝英 :シンポジウム ｢肺胞マクロファージの問題点をめぐって｣ 5.免疫の立場から.第21回 FLD シン
ポジウム (58.2.26)














泉 孝英 :サルコイド-ジス患者末櫓血のPHA,ConA反応性-FBT法と RI法の比較-.第 3回サルコイ
ド-ジス研究会総会 (58.ll.5)
泉 孝英 :サルコイドー シス健康診断発見群の予後-ステロイド剤投与群と非投与群の比較-.第 3回サルコ
イド-ジス研究会総会 (58.ll.5)
泉 孝英 :特別講演 ｢びまん性間質性肺炎の病態と治療｣第62回日本結核病学会第44回日本胸部疾患学会東海
地方学会 (58.ll.7)







門 政男,藤村直樹,平田健雄,節原順一,長井苑子,泉 孝英,大島駿作 :びまん性間質性肺疾患の気管支
洗浄液中液性成分に関する研究.第6回日本気管支学会総会 (58.7.2)
門 政男,佐々木義行,北市正則,泉 孝英,大島駿作,加藤弘文,鈴木康弘,竹田俊男,弓削征士 :検診に
て発見された肺の PleomorphicAdenomaの1例.第39回日本肺癌学会関西支部会 (58.7.23)
門 政男,木野稔也,大島駿作,田村康一,小林 淳,寺松 孝,大山口浸,吉沢泰介 :組織侵入塑アスペル
ギルス2膿胸の-治療症例.第22回日本胸部疾患学会近畿地方会 (58.ll.26)








松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :COMp-VAN 療法が奏効した肺小細胞癌の1例.第40回日本
肺癌学会関西支部会 (59.2.4)
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癌会総会 (58.10.14)













佐々木義行,門 政男,泉 孝英,大島駿作,滝 俊彦 :内視鏡的レーザー照射により軽快所見の得られた気
管支腺様胞癌の 1例,第39回日本肺癌学会関西支部会 (58.7.23)













市原順一 :サルコイ ドー ジスにおける肺胞マクロファージの意義,第 2報 代謝エネルギー依存性について.
第 3回サルコイド-ジス研究会総会 (58.ll.5)
前原順一,西村浩一,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :BAL 液および血清中に ECFの検出され
た薬剤性と思われる PIE の一例.第22回日本胸部疾患学会近畿地方会 (58.ll.26)
長井苑子,泉 孝英 :PPD-inducedhotrosettecelに関する基礎的研究.第50回実験結核研究会総会 (58.4.
10)
長井苑子 :シンポジウム ｢ツベルクリン反応の臨床的意義｣ 4.サルコイ ドー シスにおける類土皮細胞肉芽腫
病変形成とツベルクリン反応陰性化現象.第58回日本結核病学会総会 (58.4.12)
長井苑子,平田健雄,藤村直樹,泉 孝英,黒住真史 :びまん性間質性肺炎の BAL リンパ球の Tcelsubset
に関する検討-OKT4+,OKT8+cellからみた特発性間質性肺炎と腰原病性間質性肺炎の鑑別.第23回日本胸部
疾患学会総会 (58.4.14)












長井苑子,平田健雄,田村 久,泉 孝英 :BAL･OKT8十cel増加を来たす肺疾患と増加の意義について,
第33回日本アレルギー学会総会 (58.10.10)




福田康二, 門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :気管支造影剤 (水性デイオノジール)の使用により
PIE症候群を呈した肺気腫の1例.第22回日本胸部疾患学会近畿地方会 (58.ll.26)







西村浩一 :びまん性汎細気管支炎のⅩ繰 CT像-末梢病変と中枢病変の比較を中心として-.第 3回京都呼吸
器疾患シンポジウム (58.10.29)
西村浩一,泉 孝英,北市正則,大島駿作,田中竜蔵,藤堂義郎,伊藤春海 :DPB における中枢気道病変 と
末梢気道病変-Ⅹ線 CT像による検討.第28回閉塞性肺疾患研究会 (59･1.29)
西村浩一,福田康二,佐々木義行,前原順一-,北市正則,平田健雄,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉
孝英,大島駿作 :肺小細胞癌における初回 EAM 療法 ･教室例 7例の検討.第40回 日本肺癌学会関西支部会
(59.2.4)
西村浩一,松井祐佐公,門 政男,大島駿作 :肺小細胞癌例に対する初回 EAM 療法の検討.第18回京大癌
研究会 (59.2.24)
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ジーペ病の異同について.第23回日本胸部疾患学総会 (58.4.15)









大島駿作 :マクロファージと肺疾患 (日本胸部疾患学会から).日本短波放送 (58.5.10)
大島駿作 :老人の呼吸器感染- 免疫を中心として- .化学療法懇話会 (静岡) (58.ll.5)
大島駿作 :寒さと肺炎,NHK テレビ (58.12.10)




景 孝英,古江増裕 :問題となるケースの治療のポイント,50,サルコイ ドー シスのステロイド療法.medici-
na20(12):2184-2185,1983.
泉 孝英 :気管支肺胞洗浄,肺機能セミナー勉強会 (58.1.29)
泉 孝英 :呼吸器病学の過去,現在,未来,第25回京都呼吸器疾患懇話会 (58.3.10)
泉 孝英 :最近の抗生物質の診療について,滋賀県医師会 (58.3.16)
泉 孝英 :慢性閉塞性肺疾患の診断と治療,滋賀県内科医会春季学術講演会 (58.5.28)
泉 孝英 :アレルギー性肺疾患.第14回九州アレルギー講習会 (59.2.4)
泉 孝英 :肺と免疫-モノクロナール抗体を用いた BALによる肺疾患の診断.第21回京阪神呼吸器疾患談話
負 (59.2.18)
泉 孝英 :胸部疾患における細胞性免疫 気管支肺胞洗源液についての臨床検査.大塚アッセイ研究所社内
講演会 (59.3.10)
泉 孝英 :気管支肺胞洗源液所見によるサルコイ ドー シスの治療.日本短波放送 (59.3.19)
泉 孝英 :LS.C.347回メディカルセミナー,肺気管支疾患.気管支肺胞洗源,大阪 (59.3.24)




門 政男 :肺ガンの話.京都工場保健会産業衛生研究会,第91回例会 (59.1.20)








螺良英郎,泉 孝英,大島駿作,他 :呼吸器疾患の感染合併に対する BroncasmaBernaの臨床的検討.臨林
昭和59.3 - 33-
と研究,60(6):1944-2000,1983.
螺良英郎,池田茂人,泉 孝英 :滝沢敬夫,安岡 散,山本正彦 :座談会 ｢】〕ALをめぐって｣,呼吸2(1):
ll-22,1983.
宮本昭正,泉 孝英,可部順三郎,北村 諭,工藤宏一郎 :座談会 ｢肺と免疫をめぐって｣,呼吸 2(3):311
-325,1983.
胸 部 外 科 学 部 門




伊藤元彦,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝 :転移性肺腫癌外科治療の問題点,
第83回日本外科学会総会シンポジウム ｢転移性腰痛の基礎と臨床｣(58.4)
外相聖- :現在の呼吸器疾患の動向,全国社会保険協会連合会医務局長会議,特別講演,(58.5)
清水慶彦 :シンポジウム,境界領域の手術と術後管理- 顎胸部,胸腹部にわたる手術- ,第133回近畿外科
学会,(58.5.14)
畠中陸郎 :同上シンポジウム- その他の腫癖,第133回近畿外科学会,(58.5.14)
桑原正喜,池 修,中田 徹,小鯖 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :縦隔膜湯
における手術手技上の問題点,第26回日本胸部外科学会関西地方会,シネシンポジウム (58.6)
桑原正喜 :人工気管による気道再建,第6回日本気管支学会シンポジウム,(58.7)












島本光臣,篠崎 拓,高橋憲太郎,井村正史,山崎文郎,河原崎茂孝,秋山文弥 :シンポジウム ｢異型狭心症
の外科｣- 異型狭心症の外科治療,同上学会,(58.ll)







清水慶彦,伊藤元彦,田村康一,寺松 孝,中村達雄,渡部 智,水野 浩 :埋植用外科的人工医用材,第45




光岡明夫,高嶋義光,住友伸一,伊藤元彦,寺松 孝,藤堂義郎 :縦隔病変に対する気縦隔 CT,第3回日本
臨床画像医学研究会,シンポジウム,(58.12)




桑原正喜,池 修,小鯖 覚,中田 徹,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌患者
における血清 TPAの臨床的意義,同上学会,(58.2.5)












桑原正喜,池 償,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺野腫矯陰影に対す
る CT の検討- パターン分類と造影指数の応用- ,第23回日本胸部疾患学会総会,(58.4)
瀧 俊彦,高嶋義光,三宅正幸,青木 稔,光岡明夫,伊藤元彦,寺松 孝 :AEP産生胸部腫癌の各種マー
カーによる鑑別,同上学会 (58.4)
伊藤元彦,高嶋義光,青木 稔,光岡明夫,瀧 俊彦,寺松 孝 :ヒト胸腺および胸腺腫のヌードマウス移植
一 生物学的性状研究-のアプローチ,第23回日本胸部疾患学会総会,(58.4)
北野司久,松井輝夫,八木一之,藤尾 彰 :肺腫疫に対する治療方針,奈良外科学会,(58.4.16)
高 欽揮,大森英夫,倉田昌彦,他 2名 :乳癌の骨転移,第133回近畿外科学会,(58.5.14)







横見瀬裕保,福田正悟,李 勝弘,玉田三郎,清水慶彦,他 3名 :広範謝気管切除を行なった腺様嚢胞癌の1
例,第26回日本胸部外科学会関西地方会,(58.6.10)
カレッド･レシャード,乾 健二,神頭 徹 :原発性肺癌に対する拡大手術の自験例の検討,同上学会,(58.
6.10)
乾 健二,カレッド･レシャード,神頭 徹 :胸膜中皮腫の3例,同上学会,(58.6.10)
山崎文郎,篠崎 拓,島本光臣,高橋憲太郎,井村正史,河原崎茂孝,秋山文弥,清水慶彦,寺松 孝 :気管
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原発腫癌の 1例,同上学会,(58.6)














高 欽揮,橋本仁志,大森英夫,倉田昌彦, 室本 仁,藤田正憲, 他 2名 :BronchogenicCarcinomawith
CereberalMetastasis,同上学会,(1983.7)
寺田泰二,千原幸司,高嶋義光,松延政一,外相聖- :最近経験 した縦隔膜癌の 2例,第18回滋賀呼吸談話会,
(58.7)
千葉 渉,渡部 智,長谷光雄,坂東憲司 :非切除肺癌長期生存の1例,第17回肺癌学会北陸地方会,(58.7)
玉田三郎,福田正悟,横見瀬裕保,李 勝弘 :肺肉腫の 1切除例,第22回日本肺癌学会中国四国地方会,(58.
7.10)
光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,和田洋巳,清水慶房,伊藤元彦,寺松 孝 :Pulmonaryendodermaltumor
resemblingfetallung(Kradin)と考えられる2症例,第39回日本肺癌学会関西支部会,(58.7)
古江増裕,松井祐佐公,北市正則,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,光岡明夫,竹田俊男 :中葉症
候群を呈 したカルチノイドの 1症例,同上学会 (58.7)
岡田英彦,中村達雄,竹内吉喜,住友伸一,高嶋義光,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,和田洋巳,清水慶彦,
伊藤元彦,寺松 孝 :Eaton-ⅠJambert症候群の1例,同上学会,(58.7)




中田 徹,竹内稔彦,小鯖 覚,青木 稔,桑原正喜,松原義人, 畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞
班 :CT による肺野腫癖陰影の評価 (パターン分類と造影指数との応用,同上学会,(58.7.23)
青木 稔,竹内稔彦,中田 徹,小鯖 覚,桑原正喜,松原義人, 畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田良
雄 :高令者肺癌に対する外科治療,同上学会,(58.7.23)
畠中陸郎,竹内稔彦,青木 稔,中田 徹,小鯖 党,桑原正喜,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞
雄 :肺葉切除を行ったカルチノイドの3例,同上学会,(58.7.23)
桑原正喜,竹内稔彦,中田 徹,青木 稔,小結 覚,松原義人,畠中陸郡,二宮和子,船津武志,池田貞雄,
他 2名 :Roentgenologicallyoccultlungcancerの 2例,同上学会,(58.7.23)
高嶋義光,千葉 渉,三宅正幸,光岡明夫,瀧 俊彦,伊藤元彦,寺松 孝 :肺癌と a】pha-fetoprotei1-,第24
回日本肺癌学会総会,(58.10.14)
陳 和夫,藤田正憲,田中豊子,三本 仁,大森英夫,竹田秋郎,高 欽揮,倉田昌彦 :肺癌による症候性心
嚢転移例の検討,同上学会,(58.10.14)
カレッド･レシャー ド,竹内吉喜,乾 健二,岡野昌彦,高橋 豊 :原発性肺癌に対する腰湯マーカーとして
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の血清 CEA と Ferritinの意義,同上学会,(58.10.14)
岡野昌彦,カレッド･レシャード,高橋 豊,竹内吉喜,乾 健二,神頭 徹 :PulmonaryLeiomyomatous
Hamartomaの1例,同上学会,(58.10.14)
和田洋巳,千原幸司,伊藤元彦,カレッド･レシャード,神頭 徹,乾 健二,松延政一,寺田泰二,外相聖
- :びまん性胸膜中皮腫- 6例の経験- ,同上学会,(58.10.15)
北野司久,藤尾 彰,八木一之,松井輝夫,朝倉庄志 :肺癌における CarcinoEmbryonicAntigen の研究,
同上学会,(58.10.15)
星野一正,人見滋樹 :肺癌の予後と腫療細胞核内 DNA のモード型との関係について,同上学会,(58.10)
中田 徹,小鯖 覚,青木 稔,桑原正喜,松原義人, 畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :CT-
SCAN による肺野腫癖陰影の評価,同上学会,(58.10)
青木 稔,中田 徹,小鯖 覚,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :高令者肺
癌171例の検討,同上学会,(58.10)
池田貞雄,池 修,青木 稔,中田 徹,小鯖 覚,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武
蕊 :肺癌の非手術長期生存例について,同上学会,(58.10)
二宮和子,桑原正喜,松原義人,池 修,青木 稔,中田 徹,小鯖 覚,畠中陸郎,船津武志,池田貞
塞 :肺癌患者における血清 TPA の意義,同上学会,(58.10)
桑原正喜,松原義人,安田雄司,青木 稔,中田 徹,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌患者
における血清 TPA の意義,第 3回腫療マーカー研究会,(58.10.24)
千原幸司,寺田泰二,松延政一,外村聖一,清水慶彦,和田洋巳,伊藤元彦 :高令者 (80才以上)肺癌手術症
例の検討,第19回滋賀呼吸器談話会,(58.ll)




北野司久,藤尾 彰,八木一之,朝倉庄志,松井輝夫 :肺小細胞癌に対する surgicaladjuvantchemotherapy
の検討,同上学会,(58.ll.12)






カレッド･レシャード,鈴木 清,岡野昌彦,高橋 豊,竹田吉喜,乾 健二 :Ferritin,肺腫癌性および非腫
癌性疾患との関連,第43回中部肺癌学会,(58.ll.26)
竹内吉喜,カレッド･レシャード,乾 健二,高橋 豊 :当科における縦隔膜癌の自験例の検討,同上学会,
(58.ll.26)











奥村典仁,江崎 寛,小林 淳,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,渡部 智,和田洋巳,
清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝,他 1名 :肋骨腫癖の4切除例,第134回近畿外科学会,(58.12)









水野 浩,安倍隆二,生嶋宏彦,他 1名 :重症筋無力症の外科的治療,第36回日本胸部外科学会総会,(58.ll)
奥村典仁,江崎 寛,小林 淳,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,渡部 智,和田洋巳,
清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :低ガンマグロブリン血症と重症筋無力症を合併 した胸腺腫の1手術例,第52回
日本結核病学会第22回日本胸部疾患学会近畿地方会,(58.ll.26)
3. 結 核
光岡明夫,千葉 渉,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝,久世文章,鈴木康弘,前川暢夫 :Mycobacterium
nonchromogenicum complex による慢性肺感染症の 1例,第58回日本結核病学会総会,(58.4)





カレッド･レシャー ド,乾 健二,岡野昌彦,高橋 豊,竹内吉喜 :膿胸100例の治療経験,第 8回東海呼吸器
感染症研究会,(58.9.10)
高嶋義光,鈴木雄二郎,千葉 渉,坂東憲司,長谷光雄,鬼頭敏幸,中村凱次,渡部 智 :小児気管支結核の
1症例,第30回日本結核病学会第19回日本胸部疾患学会第4回日本気管支学会合同北陸地方会,(58.10)
カレッド･レシャー ド,竹内吉喜,乾 健二,神頭 徹 :本院における肺結核に対する外科療法,第36回日本
胸部外科学会総会,(58.ll.12)
カレッド･レシャー ド,高橋 豊,岡野昌彦,竹内吉喜,乾 健二 :地域の肺結核の最近の動向,第62回日本
結核病学会東海地方会,(58.ll.26)
4. 人 工 材 料
田村康一 :PVA-Silicacompositeの人工血管-の応用,京都大学結核胸部疾患研究所学術講演会,(58.1.29)
小統 覚,他 :シリコンラバーを材料とした人工気管の実験的研究,第83回日本外科学会総会,(58.4)
小鰭 覚,池 修,中田 徹,桑原正喜,松原義人,畠中陸郡,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :人工気管
の実験的研究- interfaceにおける問題点について,第26回日本胸部外科学会関西地方会,(58.6)
池田貞雄,小鯖 覚,桑原正喜,池 修,中田 徹,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志 :人工気管
の実験的研究,第 6回日本気管支学会,(58.7)
松原義人,桑原正喜,小鯖 覚,池 修,中田 徹,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :人工気管
による気管分岐部再建の実際,同上学会,(58.7)
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S･Kosaba,0･Ike,T･Nakata,M･Kuwabara,Y･Matsubara,R･Hatakenaka,K･Ninomiya,TIFunatsu,S･
lkeda‥Experimentalstudyoftrachealprosthesis,ⅤⅠⅠⅠ･Asia-PacificCongressonDiseasesoftheChest,(58･7･)
田村康一,中村達雄,岡田賢二,水野 浩,清水慶彦,伊藤元筒,寺松 孝,他 1名 :Polyvinylalcoholの新
しいゲル化法ならびに医用材料としての基礎的研究- 生体組織との反応について- ,第21回日本人工臓器学
会大会,(58.9)
桑原正喜,小鯖 覚,池 修,中田 徹,青木 稔,松原義人,畠中陸郡,二宮和子,船津武志,池田貞
雄 :人工気管による気管および分岐部再建,第36回日本胸部外科学会総会,(58.ll)
中村達雄,住友伸一,田村康一,清水慶彦,寺松 孝,他 3名 :生体内分解性高分子材料の分解と生体に及ぼ
す影響 (Ⅱ),第5回日本バイオマテリアル学会,学術講演会,(58.117
水野 浩,岡田賢二,田村康一,清水慶彦,寺松 孝,他 1名 :菌体固定化高分子材料- 生体応用-の基礎
的研究,第 5回日本バイオマテリアル学会大会,(58.ll)
玄 丞焦,中村達雄,住友伸一,田村康一,清水慶彦,寺松 孝,他2名 :ポリ- L- ラクチド繊維の in
vitro及び invivo分解,同上学会,(58.ll)
5. 心 ･血 管
井村正史,篠崎 拓,島本光臣,高橋憲太郎,山崎文郎,河原崎茂孝,秋山文弥 :下肢動脈閉塞症に対する
anatomic& extraanatomicbypass例の検討,第125回静岡県外科医会集談会,(58.3)






井村正史,篠崎 拓,島本光臣,高橋憲太郎,山崎文郎,河原崎茂孝,秋山文弥 :末梢静脈注入 Contrast
Echo法による三尖弁逆流の評価,第26回日本胸部外科学会関西地方会,(58.6)











島本光臣,篠崎 拓,高橋憲太郎,井村正史,山崎文邸,河原崎茂孝,秋山文弥 :胸部大動脈樽に対す る
Thromboexclusion法の検討- 特に末棺側一時的バルーン閉塞法について- ,同上学会,(58.ll)
山崎文郎,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,高橋憲太郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :
最近経験した CH55 (特発性肥厚性大動脈弁下狭窄症)の2手術例,第128回静岡県外科医会集談会,(58.12)
河原崎茂孝,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,高橋憲太郎,山崎文郎,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :
B型WPW 症候群の手術治験,同上学会,(58.12)










光岡明夫,住友伸一,瀧 俊彦,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :胸部の gas-contrasted
CT,第83回日本外科学会総会,(58.4)
池 修,中村良雄,小鯖 覚,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :フィブリ
ン糊による肺胸膜欠損部の修復,その実験成績と臨床成績について,第23回日本胸部疾患学会総会,(58.4)
船津武志,池 修,小鯖 覚,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,池田貞雄 :気腫性肺嚢胞の成因
- ブラ･ブレブと胸膜下療痕の関連について,同上学会,(58.4)
池田貞雄,中村良雄,池 修,小鯖 覚,桑原正喜,二宮和子,松原義人,船津武志,木野稔也,泉 孝英
:血中抗原による肺クリプ トコッカス症の診断,同上学会,(58.4)























大森英夫,高 欽瀧,竹田秋郎,倉田昌彦,清水慶彦 :Pigeonbreastの外科治療- 4例,同上学会, (58.
6.10)
河原崎茂孝,篠崎 拓,島本光臣,高橋憲太郎,井村正史,山崎文邸,秋山文弥 :特発性血気胸 3例の経験,
同上学会,(58.6)
光岡明夫,竹内吉喜,住友伸一,瀧 俊彦,田村康一,和田洋巳,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :右側外傷
性横隔膜-ル-ヤの2治療例,同上学会,(58.6)
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寺田泰二,千原幸司,高嶋義光,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :長年気管支鴨息として治療された外傷性気
管支断裂の1治療例,同上学会,(58.6)
岡田貿二,人見滋樹,前里和夫,三宅正幸 :右肺全刻後の気管支凄 ･膿胸に合併 した右房破裂の1治験例,同
上学会,(58.6)





青木 稔,竹内稔彦,小鯖 覚,中田 徹,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄,
他 1名 :胸部症状を初発とし,多発性骨髄腫に合併 したアミロイ ドー ジスの2例,第51回日本結核病学会第21回
日本胸部疾患学会近畿地方会,(58.6.25)
中田 徹,竹内稔彦,青木 稔,小鯖 覚,桑原正喜,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞
樵 :慢性呼吸不全に対する塩酸ジラゼップの使用経験,同上学会,(58.6.25)
桑原正喜,竹内稔彦,小鯖 覚,中田 徹,青木 稔,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞
雄 :巨大肺嚢胞症の手術,同上学会,(58.6.25)
松原義人,二宮和子,桑原正喜,小鯖 覚,中田 徹,竹内稔彦,青木 稔,畠中陸郎,船津武志,池田貞
樵 :クラミジア肺炎の1例,同上学会,(58.6.25)
外科聖一,千原幸司 :講演,大津市医師会胸部読影会,(58.6)




二宮和子,船津武志,小鯖 覚,池 修,中田 徹,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,池田貞雄 :気管気管
支軟化症の診断と治療,同上学会,(58.7)



























乾 健二,カレッド･レシャード,竹内吉喜,高橋 豊 :巨大気腫性肺嚢胞症 9例の外科療法,静岡県外科医
会第127回集談会,(58.9.17)
鈴木堆二郎,千葉 渉,坂東憲司,長谷光雄,高嶋義光,渡部 智,山本孝吉 :当院におけるBALの経験,
第30回日本結核病学会第19回日本胸部疾患学会第4回日本気管支学会合同北陸地方会,(58.10)
千葉 渉,鈴木雄二郎,坂東憲司,長谷光雄,高嶋義光,渡部 智 :当院における偽腫疫の5治験例,同上学
会,(58.10)
高嶋義光,鈴木雄二郎,千葉 渉,坂東憲司,長谷光雄,渡部 智,他 2名 :小児気管支結核の 1症例,同上
学会,(58.10)











船津武志,池 修,中田 徹,小鯖 覚,青木 稔,桑原正喜,畠中陸郡,松原義人,二宮和子,池田良
班 :白然気胸- その成因と外科的治療,第45回日本臨床外科医学会総会,(58.ll)
松原義人,桑原正喜,小鯖 覚,中田 徹,青木 稔,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :高齢者に
おける肺全除例の検討,同上学会,(58.ll)






和田洋巳,千原幸司,カレッド･レシヤード,神頑 徹,乾 健二,松延政一,寺田泰二,他 2名 :胸部外科
手術麻酔における HFV (HighFrequencyVentilation)の応用,同上学会,(58.ll)
高 欽揮,大森英夫,竹田秋郎,倉田昌彦 :開胸手術におけるアルミナ ･セラミック肋骨接合ピンの使用経験,
同上学会,(58.10)
千原幸司,松延政一,高嶋義光,和田洋巳,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝,寺田泰二,外村聖-,他 2名 :
血液透析による高 CO2 血症の管理- 装置の開発と臨床応用,同上学会,(58.ll)
船津武志,中田 徹,池 修,青木 稔,小鯖 覚,桑原正喜,畠中陸邸,松原義人,二宮和子,池田貞
雄 :気管 ･気管支軟化症の外科的治療,同上学会,(58.ll)
畠中陸郎,中田 徹,青木 稔,小鯖 覚,桑原正喜,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :低肺機能
例における肺切除の限界と術後管理,同上学会,(58.ll)










陳 和夫,吉田-秀,田中豊子,藤田正憲,室本 仁,高 欽揮,大森英夫,竹田秋郎,倉田昌彦 :鎖骨大静
脈穿刺に合併した乳び胸の1例,同上学会,(58.ll.26)
黒田直明,人見滋樹,岡田賢二,三宅正幸 :気管支結石症の2手術例,同上学会,(58.ll)
池 修,松原義人,安田雄司,青木 稔,中田 徹,桑原正喜,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞
雄 :結節状陰影を呈したサルコイド-ジスの一例,第52回日本結核病学会第22回日本胸部疾患学会近畿地方会,
(58.ll.26)
青木 稔,安田雄司,中田 徹,桑原正喜,松原義人,畠面陸邸,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺硬化性
血管腫の1例,同上学会,(58.ll.26)




岡野昌彦,カレッド･レシャード,竹内吉喜,高橋 豊,乾 健二 :慢性抗酸球性肺炎の1例,第44回胸部疾
患学会東海地方会,(58.ll.27)
乾 健二,カレッド･レシャード,岡野昌彦,高橋 豊,竹内吉喜 :大および巨大気腫性肺嚢胞症外科的治療
の検討,同上学会,(58.ll.27)









安田雄司,竹内稔彦,池 修,青木 稔,中田 徹,桑原正喜, 畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :呼吸器外科における Colatampの使用経験,同上学会,(58.12.3)
高橋 豊,カレッド･レシャード,竹内吉喜,乾 健二 :胸骨正中切開による両側気胸同時開胸例の検討,静
岡県外科医会第128回集談会,(58.12)
松延政一,千原幸司 :講演,大津市医師会胸部読影会,(58.12)




清水慶彦,寺松 孝 :人工気管,人工臓器 (太田和夫,阿岸鉄三編集)257-262,南江堂,1983.
昭和59.3 - 43-
寺松 孝,田村康一,住友伸一 (分担執筆):術後出血- 術後合併症,肺 ･気管支 ･縦隔∴術前,術后の合
併症にてマニュアル第5巻,日本メディカルセンター,95-106,1983.
池田貞雄,船津武志,人見滋樹,甲斐隆義,校閲長石忠三 :胸部の異常陰影,全改訂3版,58年9月.
〔二誌 上 発 表〕
1. 腫 嬢
伊藤元彦,寺松 孝 :手術療法- 特集肺がん- 臨床と研究60:1510-1514,1983.
伊藤元彦 :腰痛マーカー (肺癌),呼吸2:510-515,1983.
沖本二郎,横鬼瀬裕保,玉田二郎,福田正悟,李 勝弘,他 3名 :18歳女性にみ られた気管 adenoidcystic
carcinomaの1例,呼吸 Vol.2(6):848-851.
伊藤元彦,青木 稔,高嶋義光,光岡明夫,瀧 俊彦,寺松 孝 :肺巨細胞癌切除例の臨床病理学的検討,冒
本胸部外科学会雑誌31:1258-1261,1983.
伊藤元彦,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝 :転移性肺腺蕩外科治療の問題点,
日本外科学会雑誌84:778-781,1981.
山下純宏,伊藤元彦,他 6名 :肺癌脳転移116例の臨床的検討- 手術および放射線治療の相対的役割,日本癌
治療学会雑誌18:1124-1134,1983.
池 修,北野司久,カレッド･レシャード,藤尾 彰,八木一之,他 3名 :Pulmonaryblastomaの1手術
例,日本胸部臨床42:683-686,1983.
和田洋巳 千原幸司,伊藤元彦,乾 健二,神頭 徹,カレッド･レシャード,寺田泰二,松延政一 :本邦に
おける胸膜中皮腫,日本胸部臨床42:1020,1983.
桑原正喜,八木一之,池 修,中田 徹,小鯖 覚,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞
班 :縦隔鏡検査で診断された迷走神経由来の縦隔腫癌の1例,日本胸部臨床42(ll).
田村康一,伊藤元彦 :転移性肺腫癌における外科治療の問題点,外科診療25:1969,1983.
倉田昌彦,岡田英彦,高 欽揮,他 2名 :ヒト乳癌のホルモン受容体と内分泌療法の効果,外科診療25(10):
1327-1333,S.58.10.1.
高井晶子,倉田昌彦,他 1名 :乳癌患者の血中 CEAについて二,三の知見,医学と生物学107(4):197-200
1983.10.10.




福本仁志,高 欽滞,大森英夫,倉田昌彦,他 2名 :後縦隔に発生した Castleman'sLymphomaの1例,疏
床胸部外科 3(4):499-503,(1983-7)
北野司久,藤尾 彰,八木一之,杉山正敏 :長期継代移植を続けた Nu- ウス可移植性ヒト肺癌の制癌剤感
受性能の変動,最新医学38:1033-1035,1983.
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PulmonaryinfectioncausedbyMycobacteriumterraecomplex:Aresectedcase,Am Rev･Respir･Dis･128:5611
565,1983.
乾 健二,カレッド･レシャード,神頭 徹 :嫌気性菌による膿胸の2例,第2回東海呼吸器感染症研究会誌
2:4
神頭 徹,カレッド･レシャード,乾 健二 :肺結核症に合併した肺胞蛋白症の1例,第 2回東海呼吸器感染
症研究会誌 2:4
4. 人 工 材 料
寺松 孝,筏 義人 :医用材料の現況と将来,医学のあゆみ127(9):635,1983.
桑原正喜,小鯖 覚,池 修,安田雄司,青木 稔,中田 徹,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :人工気管による気道再建- Interfaceにおける問題点- ,気管支学 5(4).
田村康一,中村達雄,水野 浩,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,他 1名 :Polyvinylalcohol-silicacomposite
の人工血管への応用- 長期生体置換例の表面性状の検討- ,人工臓器12:166,1983.
水野 浩,岡田貿二,田村康一,清水慶彦,寺松 孝,他 1名 :菌体固定化高分子材料- 生体応用への基礎
的研究 ,第 5回日本バイオマテリアル学会大会論文集,p･27.
玄 蒸焦,中村達雄,住友伸一,田村康一,清水慶彦,寺松 孝,他2名 :ポリL- ラクチ ド繊 維 の in
vitro及び invivo分解,第 5回日本バイオマテリアル学会大会論文集,p.5.




するA-Cバイパスの成績- 手術近接期冠動脈撃縮予防 (diltiazem 特続静注法)の重要性- ,胸部外科36
(5):399,1983.
島本光臣 :異型狭心症の外科治療に関する研究,日本胸部外科学会雑誌31(6):829,1983.












池田貞雄,小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,他 5名 :肺クリプト
コッカス症の診断- 血清中ク1)プトコッカス抗原を指標として- ,日本胸部臨床42(2).
和田洋巳,カレッド･レシャード,乾 健二,他 :嫌気性菌濃胸- 2例の報告- ,日本胸部臨床42:357,
1983.
和田洋巳,乾 健二,神頭 徹,カレッド･レシャード,松延政一,千原幸司,寺田泰二,外科聖- :部分心
膜欠損症の1例,日本胸部臨床42:796,1983.
前川暢夫,人見滋樹,17名 :呼吸器感染症に対する Bacampicilin(BAPC)の臨床的検討, 日本胸部臨床42
昭和59.3 - 45-
(7):616-625,1983.
船津武志,池 修,小鯖 覚,中田 徹,青木 稔,桑原正喜,松原義人,二宮和子,畠中陸郎,池田貞雄,
瀧 俊彦 :気管 ･気管支軟化症に対する外科的治療,日本胸部臨床42(ll)
畠中陸郎,八木一之,小鯖 覚,桑原正喜,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管気管支軟化症の
病態と治療 ThePathogenesisandTreatmentofTracheobronchomalacia,気管文学5(1)
岡田賢二,人見滋樹,前里和夫 :繰り返す噛血に対する OcculudingSpringEmbolusによる気管支 ･肋間動
脈塞栓術,気管文学5(2):161-168,1983.














病 理 学 部 門
1. 肉芽 ･癌研究グループ














睦 :老化促進モデルマウス(SAM)に関する実験的研究Ⅹ.老化度判定基準- GradingScoreSystem- につ
いて (第Ⅲ報),第72回,日本病理学会総会 (昭58.4).
竹下修史,樋口京一,松村敦子,戸田佳代子,本間篤子,細川昌則,竹田俊男,松下 睦 :老化促進モデルマ
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ウス(SAM)に関する実験的研究ⅩⅠ.老化アミロイド蛋白 (ASsAM)共通抗原性物質の免疫組織化学的研究,罪
72回日本病理学会総会 (昭58.4).
本間等子,入野美香,樋口嘉一,戸田佳代子,細川呂則,竹田俊男,松下 睦 :老化促進 モデ ルマ ウス
(SAM)に関する実験的研究 ⅩⅠⅠ.環境因子の老化におよぼす影響 1.食餌条件と加齢変化,第72回 日本病理学
会総会 (昭58.4).
清水克時,樋口京-,竹下修史,細川昌則,竹田俊男,石井正治,山室隆夫 :老化促進 モデルマウス (SAM)
にみる椎間板アミロイド沈着について,第15回日本結合組織学会総会 (昭58.7).
竹田俊男,真田浩幸,石井正治,松下 睦,山室隆夫,整形外科,清水克時 :ヒト椎間板アミロイド沈着につ







ウス (SAM)における結合織代謝に関する研究 1.皮膚コラーゲンおよび酸性ムコ多糖の加齢変化について, 日
本基礎老化学会第 7回大会 (昭58.10).
細川呂則,竹下修史,樋口京-,清水克時,入野美香,戸田佳代子,本間篤子,松村敦子,安平公夫,竹田俊










いて (第 1報),第61回中部日本整形外科災害外科学会 (昭58.ll).
〔誌 上 発 表〕
竹田俊男 :SAM (老化促進モデルマウス)の開発 :日本医師会雑誌89:269-275(1983)(昭和57年度日本医師
会医学研究助成費授賞論文).











〔学 会 発 表〕

























4. 臨 床病 理









〔誌 上 発 表〕
木次敏明,児玉芳重,坂田勝朗,松下 厳,竹田俊男,滋野長平,村田喜代史 :血清コレステロール値が正常
値を示した多発性腫黄色腫の異常増殖と考えられた-症例,臨床整形外科18:327-331(1983).
伊藤康久,藤本佳則,長谷川義和,鄭 漢彬,竹田俊男,松下 厳 :腎悪性淋巴腰の一例,泌尿紀要,29:




細 胞 化 学 部 門
〔学 会 発 表〕










内山 卓,通堂 満,和野雅治,内野治人,勅使河原計介,前田道之,淀井淳司 :ATL細胞における Tac抗
原 (IL2レセプター)の異常発現.第42回日本癌学会総会昭和58年10月 (名古屋)
前田道之,内山 卓,通堂 活,和野雅治,那須 芳,淀井淳司 :成人T細胞白血病由来のT細胞株の樹立と
その増殖制御 :TCGF レセプターの制御の異常について.同上.
佐野 銃,熊谷俊一,尾崎承一,波内俊三,鍔田武志,井村裕夫,和野雅治,内山 車,前田道之,淀井淳司 :
IL-2レセプター(Tac抗原)陽性細胞に対するSLE患者血清の反応性について.第13回日本免疫学会 総会昭和
58年12月 (浜松)
和野雅治,内山 卓,前田道之,内野治人,淀井淳司 :ヒトIL2(TCGF)レセプター(Tac抗原)- その生合
成とプロセッシング- 同上.
通常 満,淀井淳司,内野治人,前田道之,西野事典,内山 卓 :ヒトIL2レセプター (Tac抗原)の調節機
棉- 粗 IL2分画による Tac抗原の up-reguation- 同上.
勅使河原計介,前田道之,内山 卓,羽室淳爾 :IL-2レセプター/Tac抗原の"調節的"発現と"構成的 (非調





































細 菌 血 清 学 部 門
｣/

















桂 義元,高沖悠子,菩納辰夫 :遅延型過敏症に関する免疫 トレランスの機構.第50回実験結核研究会総会,
昭58年4月,京都










行徳淳一郎,高沖宗夫,喜納辰夫,森重福美,桂 義元 :抗原特異的T細胞増殖反応を利用したT細胞 トレラ
ンスの解析.第13回日本免疫学会総会,昭和58年12月,浜松.















ション法による呼吸インピーダンスの気体力学的解析第 2報 :flow の胸郭内エネルギー消費率の周波数特性に
ついて,第26回閉塞性肺疾患研究会,1983.1.










































田中空子,藤田正憲,原 健二,宝木 仁,大森英夫,竹田秋都,高 欽洋,倉田昌彦,第21回日本胸部疾患
学会近畿地方会,1983,6.











大森英夫,高 欽 洋,竹田秋郎,倉田昌彦,藤田正憲,田中豊子,宝木 仁 :肺の fibroushistiocytomaの1
例,第39回肺癌学会関西支部会,1983,7.
市谷迫雄,弘野慶次郎,坪井裕志,藤田 - :肺癌患者の PPD,PHA皮内反応について,第39回日本肺癌学

















福田正悟,横見瀬裕保,玉田二郎 :当院 (倉敷中央病院)における緊急気管支鏡,第 6回日本気管
1983,7.
手術適応と肺機能検査,第23回臨床肺機能講習会課外講義,1983,8.
田中豊子,藤田正憲,室本 仁,大森英夫,竹田秋郎,高 欽 揮,倉田昌彦 :肺癌による症候性心
嚢転移例の検討,第28回大阪内科懇話会,第24回日本肺癌学会総会,1983,9.1983,10.






市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志,藤田 - :肺癌患者のPPD とPHA皮内反応について,第24回日本肺癌
学会総会,1983,10.
加藤幹夫 :肺癌における肺機能の特徴,第24回日本肺癌学会総会特別講演,1983,10.




































[誌 上 発 表〕
玉木正男,田辺正也,神内寿男,宝木 仁,倉田昌彦 :BucklingoftheDistallnnominateArterySimulating
aNadularLungMass,Chestvol･83,p･829-830,May1983･
伊藤文雄,室本 仁,他 :Bacampicilinの呼吸器感染症に対する治験,新薬と臨床,32巻 2号,p･221-228,
1983.







佐野 求 :低酸素性肺血管収縮反応による肺血流再配分効果に及 ぼす全肺血流量の影響,呼吸, 2巻 4号,
553-561,1983.
平井正志,大井元暗,加藤幹夫,佐川弥之助 :経費 Pco2電極の使用経験,厚生省特 定疾患 ｢呼吸不全｣調
査研究班昭和57年度業績集.
平井正志,大井元暗,山岡新八,加藤幹夫,佐川弥之助 :Sleepapnea,クリ-カ,Vol･10,No･11,28-32,1983･
久野健忘,中川正浩,三嶋理晃,陳 和夫,東谷康治 :トポグラフィカルな換気 ･血流 ･換気血流比分布より








加藤幹夫 :問題となるケースの治療ポイント,低肺機能症例の手術の適 応 と設 定,Medicina20,2188-2189,
1983.
加藤幹夫 :慢性呼吸不全とは? 内科 Q 良 A IOO,呼吸器,金原出版 K.K.1983.
加藤幹夫 :低酸素性肺血管収縮反応,呼吸 3,46-51,1984














薬 剤 部 門
〔学 会 発 表〕
布施ミ正樹,中島寿々代,尾堂順一,斎藤 寛,田中善正,千熊正彦,田中 久 :三官能性試薬の固定化による
イオン交換樹脂の機能付加 :金属ポルフィリン担持樹脂によるH202の分解.日本薬学会第103年会 (昭58.4.4,
東京)
中山守雄,千熊正彦,田中 久,桜井 弘 :Bismuthiol-ⅠⅠによる陰イオン交換樹脂のSe(ⅠⅤ)選択的捕集用樹
脂への変換 :環境水の Se(ⅠⅤ)定量への応用.日本薬学会第103会 (昭58.4.6,東京)
川勝一雄,小林千代子,洋間平和,千熊正彦,塩酸ニムステンの高速液体クロマトグラフィーによる安定性の
検討.日本薬学会第103年会 (昭58.4.5,東京)
斉藤 寛,中島寿々代,御船正樹,尾堂順一,田中善正,千熊正彦,田中 久 :Peroxidase活性 を有 す る
porphyrin錯体担持樹脂による H202の定量.日本分析化学会第32年会 (昭58.10.4,新潟)
川口輝久,御船正樹,尾堂順一,斉藤 寛,田中善正,千熊正彦,田中 久 :カタラーゼ様活性を有する金属
ポルフィリン担持樹脂による H202の分解.第33回錯塩化学討論会 (昭58.10.ll,豊中)
斉藤 寛,中島寿々代,御船正樹,尾堂順一,田中善正,干熊正彦,田中 久 :Peroxidase活性 を有 す る
Mn-TPPS担持樹脂を用いる 4AAP-DEA 系による H202の定量.日本薬学会第104年会 (昭59.3.28,仙台)
中山守雄,千熊正彦,田中 久,田中共生 :Bismuthiol-ⅠIsulfbnateによる陰イオン交換樹脂のセレン選択的
捕集用樹脂-の変換Ⅲ:セレンⅥ価の捕集-の応用.日本薬学会第104年会 (昭和59.3.28,仙台)





〔誌 上 発 表〕
Nakayama,M･,Chikuma,M･,Tanaka,H.,andTanaka,T･:Selectivecolectionofselenium(IV)onanion-
exchangeresinwithazothiopyrinesulphonicacid･Talanta30(7)455-458(1983)･
川勝一雄,桑田 宏 :高速液体クロマ トグラフィーによる吸入用液剤中の気管支拡張剤の定量,病院薬学 9(1)
40-44(1983).
川勝一雄,桑田 宏 :吸入用気管支拡張剤の配合性,病院薬学 9(1)45-52(1983).
昭和59.3 - 55-
〔′そ の 他〕
千熊正彦,中川照真,田中 久,三位信夫 :三官能性試薬を固定化した新しい機能性材料の開発,新写真用薬
に関する研究会 (昭58.4.25,神戸)
千熊正彦 :新しい抗悪性腫療剤シスプラチンの開発経過と性質,大分県病院薬剤師会 (昭58.9.10,北九州)
千熊正彦 :新抗癌剤シスプラチンについて,兵庫県病院薬剤師会西播支部会 (昭58.10.27,姫路)
千熊正彦 :新抗癌剤シスプラチンの化学的性質,大阪府病院薬剤師会 (昭59.2.25,大阪)
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